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2007年９月１日（毎月1回1日発行） 第456号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年７月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

26,026世帯 
1,155,061,000円 

44,381円 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

医
療
や
介
護
は
人
が
人

に
行
う
サ
ー
ビ
ス
、
相

手
の
気
持
ち
・
感
情
を

思
い
や
る
こ
と
が
事
の

ほ
か
求
め
ら
れ
る
▼「
そ
の
つ
ら

さ
は
病
ん
で
み
な
い
と
分
か
ら
な

い
」
と
か
「
そ
の
年
に
な
っ
て
み

な
い
と
分
か
ら
な
い
」
と
よ
く
言

わ
れ
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
だ

が
、
医
療
や
介
護
関
係
者
に
と
っ

て
そ
れ
で
は
仕
事
に
な
ら
な
い
。

な
ん
と
か
患
者
さ
ん
や
高
齢
者
の

気
持
ち
を
理
解
し
よ
う
と
日
々
努

力
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
の
教
科

書
な
ど
も
出
版
さ
れ
て
お
り
、
学

習
し
て
い
る
医
療
や
介
護
者
は
多

い
▼
し
か
し
、
時
と
し
て
行
き
違

い
が
起
き
る
こ
と
も
あ
る
。
特
に

込
み
合
う
外
来
や
救
急
外
来
、
入

院
に
関
す
る
時
な
ど
に
起
こ
り
や

す
い
。
入
院
希
望
が
あ
っ
て
も
そ

の
必
要
が
な
い
時
に
は
、
「
こ
の

症
状
、
病
状
で
は
入
院
が
必
要
な

い
」
こ
と
を
説
明
と
治
療
を
通
し

て
分
か
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
医

療
者
の
力
量
の
一
つ
で
あ
る
▼
こ

こ
数
年
、
救
急
外
来
で
の
対
応
が

大
変
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
生
死

に
関
わ
る
重
病
者
か
ら
ご
く
軽
い

患
者
ま
で
―
ご
本
人
は
必
ず
し
も

軽
症
と
思
っ
て
お
ら
れ
な
い
が
―

少
人
数
の
医
師
が
そ
れ
こ
そ
一
睡

も
せ
ず
治
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
気
持
ち
を
十
分
汲
み
取
れ
ず
、

心
な
い
一
言
が
出
て
し
ま
う
事
が

あ
る
。
医
療
や
介
護
者
に
は
絶
え

ず
原
点
に
立
ち
返
っ
て
の
点
検
が

求
め
ら
れ
る
▼
他
方
、
医
師
・
看

護
師
が
少
な
い
中
で
ど
の
よ
う
に

救
急
外
来
強
化
を
行
う
の
か
、
病

院
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
・

組
合
員
を
含
め
利
根
保
健
生
協
ぐ

る
み
で
検
討
す
べ
き
時
期
に
来
て

い
る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。（
長
） 

あぜ道 あぜ道 

　
こ
の
8
月
利
根
保
健
生
協
で
は
、住
民
や
組
合
員
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
る
医
療
現

場
や
医
療
内
容
に
触
れ
て
も
ら
い
、新
た
な
地
域
医
療
の
担
い
手
づ
く
り
を
め
ざ
し
、歯
科

系
学
生
の「
歯
科
説
明
会
」や
、高
校
生
の「
１
日
看
護
師
体
験
」
を
開
き
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
か
ら
は
「
組
合
員
と
の
班
会
等
で
の
交
流
や
学
習
に
興
味
を
持
っ
た
」　「
い
い

体
験
が
出
来
た
。看
護
師
に
な
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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若
い
後
継
者
に
期
待 

　
看
護
の
仕
事
に
触
れ
、
進
路
選

択
に
役
立
て
て
貰
お
う
と
利
根
中

央
病
院
で
は
、
年
２
回
「
看
護
師

１
日
体
験
」
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
も
７
月
22
日
、
29
日
、

31
日
、
８
月
10
日
の
４
日
間
に

19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
白
衣
に
着
替
え
た
生
徒
達
は
、

看
護
師
の
指
導
の
も
と
、
血
圧
測

定
や
洗
髪
、
足
浴
等
の
実
習
。
ま

た
車
い
す
や
酸
素
ボ
ン
ベ
か
ら
鼻

に
付
け
た
チ
ュ
ー
ブ
で
の
呼
吸
な

ど
の
患
者
体
験
も
し
ま
し
た
。 

　
生
徒
達
か
ら
は
「
進
路
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
看
護
師
の

仕
事
の
よ
う
に
人
の
役
に
立
つ
仕

事
に
つ
き
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
担
い
手
づ
く
り
」 

歯
科
説
明
会 

看
護
師
体
験 

職
員
の
説
明
を
聞
く
参
加
者 

高
校
生
が
血
圧
測
定
の
実
習 

市民公開講座「がんと健康」 

３人に１人 がん死亡 
講
演
を
す
る
都
築
靖
病
院
長 

  

「
が
ん
と
健
康
」
の
第
１
回
市

民
公
開
講
座
が
、
８
月
18
日（
土
）

利
根
中
央
病
院
講
堂
で
約
80
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
当
日
は
都

築
靖
病
院
長
が
「
利
根
中
央
病
院

に
お
け
る
が
ん
診
療
に
つ
い
て
」

の
講
演
を
し
ま
し
た
。 

　
都
築
先
生
は
、「
開
業
医
で
58
歳

の
従
兄
弟
と
そ
の
父
親
が
肺
が
ん

で
相
次
い
で
亡
く
な
っ
た
。
２
人

と
も
喫
煙
者
で
あ
っ
た
」 

　
現
在
、
死
亡
者
の
内
３
人
に
１

人
は
が
ん
で
あ
る
。
当
院
で
も
二

〇
〇
六
年
の
死
亡
総
数
３
０
９
人

の
内
、
が
ん
で
の
死
亡
者
は
１
１

３
人（
37
％
）で
、
年
々
増
え
る
傾

向
で
あ
る
。
特
に
こ
こ
数
年
、
大

腸
が
ん
、
肺
が
ん
で
の
死
亡
が
増

え
て
い
る
。
発
症
年
齢
も
70
歳

台
が
ト
ッ
プ
で
あ
る
。 

　
定
期
的
な
検
診
と
同
時
に
が
ん

予
防
に
は
、
禁
煙
は
最
も
効
率
の

良
い
予
防
法
で
あ
る
。
ま
た
、
緑

黄
色
野
菜
や
食
物
繊
維
な
ど
を
摂

る
食
事
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
が

大
切
で
あ
る
。 

　歩きながら身近な歴史が学べると好評の「ウォー

クイベント」。 

　今年は昭和村の旧久呂保地域の歴史を訪ねます。

歴史ガイドは、金井竹徳さん（群馬歴史散歩の会運

営委員長）です。  

日　　時　９月30日（日）午前９時～午後３時 

集合場所　昭和村永井住民センター（永井分校跡） 

主な史跡等　円乗院、長井坂城跡、箱根神社、雲昌寺、

　　　　　大森神社、正禅寺等 

参 加 費　２００円 

※昼食、飲み物は持参してください。（雨天決行）  

　参加希望の方は、資料等の準備のため生協本部組

織課まで連絡を（電話 ２２－２３００） 

身近な歴史を訪ねて 
ＷＨＯウォークイベントのお知らせ 

   

　
利
根
歯
科
診
療
所
で
は
、
今
年

は
県
内
の
他
の
民
医
連
歯
科
診
療

所
と
一
緒
に
「
歯
科
説
明
会
」
を
、

７
月
28
日（
土
）、当
診
療
所
で
研

修
中
の
歯
科
医
師
３
人
、
歯
学
部

学
生
５
人
、
衛
生
士
・
技
工
士
学

生
15
人
、
職
員
な
ど
総
勢
50
人

で
開
き
ま
し
た
。
　 

　
午
前
中
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

利
根
歯
科
診
療
所
の
診
療
内
容
や

活
動
の
説
明
と
職
場
見
学
を
し
ま

し
た
。午
後
は
組
合
員
の
利
用
委

員
を
交
え
、組
合
員
の
代
表
が
参

加
し
て
の
診
療
所
の
方
針
づ
く
り

や
、
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
ち
、

要
望
な
ど
を
よ
く
聞
き
、
納
得
の

い
く
医
療
の
展
開
な
ど
で
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。 

　
学
生
か
ら
は
「
明
る
く
清
潔
で

駐
車
場
か
ら
診
察
室
ま
で
平
ら

で
、
患
者
様
の
立
場
に
立
つ
歯
科

診
療
所
だ
と
思
っ
た
」
「
診
療
所

の
規
模
の
大
き
い
の
に
驚
い
た
」

等
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
職
員
か
ら
も
「
利
根
歯
科
診
療

所
や
民
医
連
の
歯
科
医
療
を
担
う

若
い
医
療
従
事
者
が
出
て
ほ
し
い
」

と
期
待
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

若々しさを保つには、１ 日常生活で新聞や雑誌などの読み物を声を出して読む。（音読） 

患
者
の
立
場
に
立
つ
医
療 

群
馬
民
医
連
歯
科
説
明
会 

「
人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
」 

高
校
生
１
日
看
護
師
体
験 

長井坂城趾の 
　　標識 

永井住民 
センター 

至 森下 至 昭和 I.C至 岩本駅 

至 渋川 至 渋川 

JR上越線 

関
越
自
動
車
道 

利
根
川

利
根
川 

利
根
川 



２１日15分～20分程度の散歩で周りの風景を楽しみながら歩き、リラックス体操を行おう。 

 

2007年９月１日（毎月1回1日発行） 第456号　（２） 利 根 の 保 健  

〈
沼
田
南
支
部
〉 

風
間
　
一
男 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

新
井
　
儀
行 

〈
片
品
支
部
〉 

星
野
　
光
三 

〈
水
上
支
部
〉 

木
村
　
清
美 

松
井
喜
久
江 

〈
高
山
支
部
〉 

松
本
　
　
泰 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　
（
1610
口
以
上
） 

佐
藤
　
　
力 

　
（
1200
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　
（
1090
口
以
上
） 

入
沢
　
又
一 

　
（
340
口
以
上
） 

角
田
　
成
二 

　
（
300
口
以
上
） 

村
田
　
定
蔵 

　
（
150
口
以
上
） 

割
田
　
隆
男 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　
（
230
口
以
上
） 

宮
沢
　
　
弘 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　
（
300
口
以
上
） 

矢
嶋
　
　
仁 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　
（
150
口
以
上
） 

風
間
　
一
男 

　
（
100
口
以
上
） 

神
蔵
　
　
浩 

　
（
90
口
以
上
） 

森
井
　
　
洋 

　
（
30
口
以
上
） 

渡
部
　
一
夫 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　
（
20
口
以
上
） 

大
竹
　
理
恵 

〈
利
南
支
部
〉 

　
（
80
口
以
上
） 

長
井
　
恵
子 

〈
白
沢
支
部
〉 

　
（
120
口
以
上
） 

金
子
　
秀
子 

　
（
100
口
以
上
） 

鶴
渕
　
秀
行 

　
（
20
口
以
上
） 

萩
原
　
重
男 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　
（
360
口
以
上
） 

高
草
木
　
功 

　
（
120
口
以
上
） 

高
井
　
松
喜 

〈
利
根
南
支
部
〉 

　
（
280
口
以
上
） 

佐
々
木
末
治 

〈
片
品
支
部
〉 

　
（
1770
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

〈
川
場
支
部
〉 

　
（
40
口
以
上
） 

太
田
　
弘
行 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　
（
700
口
以
上
） 

真
庭
　
利
治 

　
（
370
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

　
（
70
口
以
上
） 

高
橋
セ
ツ
エ 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　
（
1530
口
以
上
） 

林
　
　
郁
次 

　
（
100
口
以
上
） 

山
崎
　
得
雄 

　
（
30
口
以
上
） 

田
村
　
勝
男 

〈
水
上
支
部
〉 

　
（
10
口
以
上
） 

松
井
喜
久
江 

〈
新
治
支
部
〉 

　
（
520
口
以
上
） 

林
　
　
藤
吉 

　
（
270
口
以
上
） 

小
林
太
一
郎 

　
（
220
口
以
上
） 

有
馬
　
勝
雄 

　
（
170
口
以
上
） 

原
沢
ク
メ
ヨ 

　
（
80
口
以
上
） 

田
村
　
新
治 

　
（
30
口
以
上
） 

神
保
　
　
克 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　
（
780
口
以
上
） 

杉
木
　
哲
二 

　
（
550
口
以
上
） 

木
暮
　
清
二 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　
（
50
口
以
上
） 

金
井
　
一
夫 

〈
高
山
支
部
〉 

　
（
70
口
以
上
） 

飯
塚
秀
二
郎 

よ
う 

 

こ
そ 

７
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
７
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
十
二
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

７
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
７
月
の
増
資
は
五
九
三
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
三
九
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 

第25回　くらしと健康まつり 

    10月21日（日）午前10時～ 
 

　
利
根
沼
田
社
会
保
障
推
進
協
議

会
で
は
、
８
月
７
日
と
８
日
、

14
日
の
三
日
間
、
来
年
４
月
か

ら
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

と
「
国
民
健
康
保
険
」
を
中
心

に
、
利
根
沼
田
の
全
自
治
体
と
要

請
・
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
先

月
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
来
年

４
月
か
ら
、
75
歳
以
上
の
人
全

員
が
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
る
の
に

「
自
分
は
息
子
の
扶
養
に
な
っ
て

い
る
か
ら
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る

人
が
い
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
理

解
が
不
十
分
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
高
齢
者
が
保
険
料
を
滞
納
し

て
も
「
資
格
証
明
書
」
の
発
行
は

配
慮
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
制
度

で
は
75
歳
以
上
で
も
発
行
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
保
険
証
の

取
り
上
げ
は
「
命
に
関
わ
る
重
要

な
問
題
で
あ
り
、
ぜ
ひ
し
な
い
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
要
請
を
行
い

ま
し
た
。 

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
保
険
料

の
滞
納
や
資
格
証
明
書
発
行
等
で 

の
要
請
を
し
ま
し
た
。
「
資
格

証
明
書
の
発
行
で
、
小
さ
な
自

治
体
は
一
定
の
配
慮
を
し
て
い

る
が
、
合
併
で
規
模
が
大
き
く

な
り
画
一
的
に
発
行
し
て
い
る

感
じ
が
し
た
。
も
う
少
し
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
８
月
23

日
の
第
二
回

利
用
委
員
会

で
は
、
新
理

事
会
体
制
の

も
と
、
今
後

の
運
営
に
つ

い
て
協
議
。 

　
今
ま
で
の

利
用
委
員
会

を
見
直
し
、

病
院
、
歯
科

診
療
所
、
片

品
診
療
所
、
老
健
の
各
施
設

に
利
用
委
員
会
を
確
立
し
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
委
員
全
員
で
、
病
院
内

を
約
一
時
間
か
け
、
「
環
境
点

検
」
を
行
い
ま
し
た
。
「
機
能

と
し
て
は
、
充
実
し
て
い
る
と

思
う
が
、
病
院
が
狭
い
の
で
、

建
設
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
「
24
時
間
体
制
で
、
地
域

の
救
急
車
出
動
の
半
分
以
上
を

受
け
入
れ
、
地
域
の
医
療
を
守

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
虹
の
箱
」
へ
の
投

書
で
は
、
施
設
・
設
備
に
関
し

て
14
通
、
職
員
等
の
対
応
で
は

20
通
が
寄
せ
ら
れ
各
々
検
討
が

さ
れ
ま
し
た
。 

　
４
年
前
、ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
大

江
健
三
郎
さ
ん
ら
９
氏
が
お
こ
し

た「
九
条
の
会
」の
草
の
根
運
動
が
、

全
国
の
地
域
・
団
体
に
六
千
を
超
え
、

「
憲
法
９
条
守
れ
」の
世
論
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。 

　
利
根
沼
田
で
も
一
昨
年
一
月
発
足

以
来
、賛
同
署
名
の
目
標
が
一
万
筆

ま
で
あ
と
わ
ず
か
で
す
。８
月
９
日

午
前
中
、生
協
の
病
院
・
診
療
所
の

待
合
い
で「
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
」

と
訴
え
、署
名
約
五
百
筆

の
協
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
各
支
部
・
班
で

の
協
力
が
訴
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
原
水
爆
禁
止
二
○
○
七
年
世
界

大
会
、長
崎
集
会
に
生
協
か
ら
組

合
員
代
表
吉
田
宇
太
理
事
、職
員

代
表
千
明
香
織
さ
ん
、入
澤
春
奈

さ
ん
の
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　「
若
い
人
の
参
加
が
大
変
多
く
、

特
に
基
地
を
抱
え
る
自
治
体
か

ら
の
報
告
や
意
見
が
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。若
い
世
代
が
真
剣
に

考
え
て
い
る
姿
に
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
」（
吉
田
）「
資
料
館
の
被

害
を
受
け
た
生
々
し
い
品
々
に
は
、

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
言
葉

を
失
い
ま
し
た
」（
千
明
）「
被
爆
者

の
体
験
談
を
生
の
声
と
し
て
聞
き
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。こ
れ
を
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
」（
入
澤
）

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
８
月
10
〜
12
日
、グ
リ
ー
ン
ベ
ル

21
の
５
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、第
27
回

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。今
回
は
、日
中
戦
争
や

沖
縄
戦
の
記
録
等
が
新
た
な
写
真

で
見
ら
れ
、二
百
人
を
超
え
る
人
が

訪
れ
ま
し
た
。 

「
戦
争
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
い
け
な

い
も
の
、人
を
殺
す
だ
け
で
何
も
生

ま
れ
な
い
」（
30
代
女
性
）　「今
年
は
、

初
め
て
見
る
物
も
多
く
見
応
え
が

あ
っ
た
」（
40
代
男
性)

「
イ
ラ
ク
等

で
も
こ
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
と

想
像
す
る
と
本
当
に
悲
し
い
こ
と
だ
」

（
30
代
女
性
）「
ド
ラ
マ
と
は
違
う

真
実
が
あ
り
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」（
10

代
女
性
）な
ど
多
く
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
平
和
で
あ
れ
ば
こ
そ
美
術

が
楽
し
め
る
」と
、第
24
回
利
根

沼
田
平
和
美
術
展
が
８
月
14
〜

16
日
ま
で
、沼
田
市
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
日
本
画
、
書
道
、
油
彩
画
、

ち
ぎ
り
絵
、
鎌
倉
彫
、
今
年
初

め
て
和
紙
人
形
な
ど
の
、
多
種

類
の
出
品
で
百
五
十
点
の
力
作

が
展
示
さ
れ
た
。 
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　８月３日(金)に、老健とね利用者29人（入所・短期・通所利用）の方々
で沼田まつり見物に出かけました。 
　曇り空の中、時折心地よく風も吹いて、楽しいまつり見物が出
来ました。「とても良い思い出が出来たよ」、「パレード見物や“て
んぐみこし”が見られて、嬉しくて涙が出てしまったよ」等々、利
用者からの声に、24人の学生ボランティアや職員が元気づけら
れました。 

「
高
齢
者
に
重
い
負
担
」 

各
待
合
で 

　
九
条
署
名 

恐
ろ
し
さ
実
感 

  
　
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会 

平
和
の
た
め
の 

  

戦
争
展
に
二
百
人 

力
作
百
五
十
点 

  

　
利
根
沼
田
平
和
美
術
展 

全
自
治
体
と
要
請
懇
談 

楽しい秋の一日を 「
新
し
い
仲
間
」及
び 

「
増
資
者
一
覧
」の 

　
　
　
　 

紹
介
に
つ
い
て 

　
新
規
加
入
の
方
に
つ
い
て
は
、
加
入
時

に
「
生
協
の
個
人
情
報
の
利
用
目
的
」
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、「
増
資
者
一
覧
」
に
つ
い
て
は
、

増
資
の
際
、
10
口
単
位
の
到
達
時
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
欄
へ
の
掲
載
を
望

ま
れ
な
い
方
は
、（
電
話
22
４
３
２
１
）生

協
本
部
総
務
課
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。 

沼
田
ま
つ
り 

各施設に利用委員会を確立 
第二回利用委員会 

第 7 回　病  院  祭 

沼田市十王公園 

利根中央病院 

市
役
所
の「
天
狗
み
こ
し
」
前
で 

「昨日は一晩で20人の撮影があった」と放射線技師 

戦
争
は
イ
ヤ 

平
和
が
一
番 

老
健
と
ね 

昭和村での要請懇談 

「憲法を守ろう」と病院待合い 

長崎、平和の像前で 「見応えがあった」展示品 

腕を競って、各種の展示 
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「小型爆弾づくり」 

昭和村橡久保 

 角 田  と よ （80歳） 

　
私
は
８
人
兄
弟
の
３
番
目
と
し

て
後
閑
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。 

　
私
が
高
等
科
二
年
の
昭
和
16
年

12
月
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、

近
所
の
若
い
男
子
は
次
々
と
出
征

し
て
行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
女
子

は
「
銃
後
を
守
ら
な
く
て
は
」
と

各
自
が
持
ち
寄
っ
た
竹
槍
で
「
米

英
軍
を
ぶ
ち
の
め
す
の
だ
」
と
必

死
に
訓
練
を
し
ま
し
た
。
今
考
え

る
と
何
と
馬
鹿
げ
た
こ
と
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。 

　
我
が
家
で
は
兄
は
出
征
し
、
姉

は
嫁
に
行
っ
た
の
で
、
次
女
の
私

が
妹
弟
の
面
倒
を
見
た
り
、
家
事

の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
頃
、
月
夜
野
・
新
治
な
ど

で
養
蚕
教
師
を
し
て
い
た
父
は

「
い
ず
れ
は
英
語
が
必
要
に
な
る

時
代
が
く
る
か
ら
」
と
、
週
刊
の

ロ
ー
マ
字
新
聞
を
取
っ
て
い
て
、

父
に
教
わ
り
な
が
ら
勉
強
し
て
い

ま
し
た
。
あ
る
日
、
突
然
サ
ー
ベ

ル
を
下
げ
た
二
人
の
憲
兵
が
物
凄

い
勢
い
で
ド
カ
ド
カ
と
家
に
土
足

で
上
が
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
何

事
か
と
思
っ
た
瞬
間
「
こ
の
非
国

民
め
」
と
大
声
で
怒
鳴
り
散
ら
し

ロ
ー
マ
字
新
聞
を
全
部
取
り
上
げ

て
出
て
い
き
ま
し
た
。
英
語
は
敵

性
語
と
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

　
学
校
を
卒
業
し
た
私
は
村
の
青

年
団
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
駐

屯
し
て
い
た
軍
人
さ
ん
の
指
導

で
、
私
と
団
長
の
二
人
は
掌
サ
イ

ズ
の
爆
弾
づ
く
り
を
任
せ
ら
れ
ま

し
た
。
雷
管
に
導
火
線
を
つ
け
て

火
薬
を
詰
め
込
む
単
純
作
業
で
し

た
が
「
こ
れ
を
踏
め
ば
爆
発
し
て

体
が
吹
っ
飛
ぶ
ぞ
」
と
言
わ
れ
て

い
た
の
で
、
台
の
上
で
慎
重
に
作

業
し
て
い
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
モ

ン
で
本
当
に
戦
争
に
勝
て
る
の

か
？
」
と
疑
問
を
押
し
殺
し
て
の

作
業
で
し
た
。 

　
当
時
、
農
家
で
は
米
は
全
て
国

に
供
出
で
、
僅
か
な
自
家
用
米
に

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
か

ぼ
ち
ゃ
な
ど
を
入
れ
て
量
を
増
や

し
て
食
い
繋
い
で
い
ま
し
た
。
空

腹
を
補
う
た
め
に
は
、
夏
は
ど
ど

め
や
ぼ
た
ん
き
ょ
う
、
ぐ
み
な

ど
、
秋
に
は
柿
や
栗
、
あ
け
び
な

ど
手
当
た
り
次
第
食
べ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
軍
隊
の
手
伝
い

で
は
休
み
時
間
に
な
る
と
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
乾
パ
ン

な
ど
普
通
で
は
口
に
で
き
な
い
よ

う
な
お
や
つ
が
貰
え
て
、
「
こ
こ

だ
け
何
て
恵
ま
れ
て
る
ん
だ
」
と

不
思
議
な
気
持
ち
で
し
た
。 

　
昭
和
20
年
頃
に
な
る
と
警
戒

警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
こ
と
が

多
く
な
ま
し
た
。
敵
機
に
見
つ
か

ら
な
い
よ
う
目
立
つ
白
壁
の
蔵
に

は
迷
彩
に
似
せ
た
色
を
塗
っ
た

り
、
灯
火
管
制
で
灯
り
が
外
に
漏

れ
な
い
よ
う
黒
い
布
で
覆
い
ま
し

た
。
同
年
８
月
初
旬
の
夜
、
空
襲

警
報
と
共
に
Ｂ
29
の
連
隊
が
頭

上
に
も
飛
ん
で
き
て
、
中
山
峠
辺

り
に
焼
夷
弾
を
投
下
し
ま
し
た
。

そ
の
時
は
後
閑
の
ほ
う
ま
で
真
昼

の
よ
う
に
明
る
く
な
り
全
身
の
震

え
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
終
戦
の
８
月
15
日
、
隣
保
班

か
ら
「
重
大
発
表
が
あ
る
か
ら
ラ

ジ
オ
の
あ
る
家
で
聞
く
よ
う
に
」

と
連
絡
が
あ
り
、
近
所
の
人
達
と

放
送
を
聞
き
ま
し
た
。
大
変
聞
き

ず
ら
く
て
言
葉
が
難
し
い
の
で
訳

が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
父

が
「
日
本
は
戦
争
に
負
け
た
」
と

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

「
本
当
に
負
け
て
し
ま
っ
た
の

か
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
」

と
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
の
後
、
「
日
本
は
負
け
た
ん

だ
か
ら
男
は
殺
さ
れ
、
娘
は
皆
ア

メ
リ
カ
に
連
れ
て
行
か
れ
る
ん

だ
」
と
噂
が
飛
び
か
い
ま
し
た
。

怖
い
の
で
二
日
間
く
ら
い
、
近
所

の
女
子
は
お
に
ぎ
り
と
水
筒
を
持

っ
て
行
き
、
田
ん
ぼ
の
稲
の
間
に

息
を
殺
し
て
身
を
隠
し
て
い
ま
し

た
。
結
局
、
噂
は
デ
マ
で
し
た

が
、
本
当
に
不
安
な
日
々
で
し

た
。 

　
そ
の
後
、
上
越
線
に
は
五
色
テ

ー
プ
と
造
花
で
綺
麗
に
飾
り
付
け

し
た
客
車
が
何
度
も
通
り
ま
し
た

が
、
そ
の
車
窓
か
ら
は
「
ニ
ホ
ン

マ
ケ
タ
。
ニ
ホ
ン
マ
ケ
タ
」
と
外

国
人
が
自
国
の
旗
を
振
り
、
身
を

乗
り
出
し
て
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

何
を
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
恐
怖

感
も
あ
り
、
毎
日
怖
く
て
ビ
ク
ビ

ク
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。 

　
あ
の
戦
時
中
の
苦
し
い
体
験
を

通
し
て
、
戦
争
は
人
間
同
士
が
傷

つ
け
合
う
だ
け
で
誰
も
幸
せ
に
し

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
「
戦
争
は

二
度
と
御
免
」
と
60
年
経
っ
た

今
も
思
い
続
け
て
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　 

7月班会開催一覧 

川場　中野班（夏野菜アレンジ料理）　 
　「手軽で美味しい」と評判だった“かぼちゃスラ
イスと肉炒めのサラダ”。冷製スープは如何でしたか？
また、楽しい料理班会しましょうね♪ 

沼田北　原田神明班（大腸がんチェック） 
　判定を知らせるタイマーがピピピピッーと鳴り、 
「自分の判定は？」と確かめ合う参加者。「陰性で良
かった」「半年は安心」と笑顔がこぼれました☆ 

利南　上久屋馬場班（食生活「安全安心な食卓づくり」） 
　夏に多い食中毒対策で調理器具の衛生管理につい
てお勉強。「まな板やスポンジは熱湯消毒と、しっかり
乾燥が重要だね」とポイントを確認し合いました。　 

新治　布施宿班（体脂肪測定＆健康で長生きのコツ） 
　「“いつでも笑顔”と“楽しく体を動かす”のが健
康で長生きの秘訣だな」とビデオで確認。ドキッと
した体脂肪も習慣のウォーキングで燃やしましょう！ 

昭和東　糸井中宿班（尿チェックと後期高齢者保険） 
「自ら健康チェックって素晴らしいですね！」と 
群大医学生の熊倉さん。参加者の「班会は私たちの 
学校なの」との言葉に大きくうなずきました☆ 

班会あれこれ 
おらがまちの 

 

 

　
沼
田
市
で
実
施
し
て
い
る
「
あ

お
ば
の
健
診
」
は
９
月
い
っ
ぱ
い

で
す
。
「
自
分
は
健
康
で
医
者
が

か
り
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
自
負

し
て
い
る
方
で
も
、
実
は
重
要
な

病
気
を
抱
え
て
い
る
方
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
、
こ
の
機
会

に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

　 　
電
話
予
約
も
可
能
で
す
（
10
時
〜

　
　17
時
）
。利
根
中
央
病
院
の
「
診
察

　
券
」
が
あ
る
と
予
約
手
続
き
が

　
ス
ム
ー
ズ
で
す
。 

（
診
察
で
来
院
さ
れ
た
際
に
は
、

　
各
科
で
も
予
約
で
き
ま
す
） 

　
　
　
☎
２２
４
３
２
１
　
健
診
科 

　
　 あ

お
ば
の
健
診
は 

　
　
お
済
み
で
す
か
？ 

材木町  １ 
材木町  11 
西倉内町８ 
西倉内町４ 
西倉内町６ 
西倉内町7-1 
榛名町1-2 
榛名町8-4 
榛名町8-2 
鍛冶町10 
鍛冶町６ 
鍛冶町５ 
高橋場町原田神明 
上久屋町馬場 
下久屋町原5-1 
沼須町合同班 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
上発知町桑梨 
上発知町坂上 
上発知町坂上 
上発知町坂下 
上発知町馬場 
上発知町楚利上 
上発知町楚利下 
中発知町木内 
中発知町岩本２ 
中発知町木村 
中発知町田中 
中発知町原 
中発知町東西 
岡谷町西部１ 
硯田町合同班 
白岩街合同班 
恩田町合同班 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
尾合上 
菅沼２ 
菅沼１ 
御座入上 
御座入下１ 
御座入下２ 
中野 
下牧原の中 
下牧第２ 
下牧下組２ 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
月夜野町組2-2 
月夜野町組１ 
阿能川上 
阿能川下１ 
阿能川下２ 
湯原合同班 
須川十二河原 
谷地宮原 
猿ヶ京合同班１ 
猿ヶ京合同班２ 
糸井中宿 
入原１ 
入原　 
入原中合同班 
入原１ 
判形前原 
いこいの家 
１階北 
ふれあいの輪 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

記憶力増進、後期高齢者医療制度 
腎臓、塩分の話 
後期高齢者医療制度、血管年齢測定 
腰痛体操 
腰痛体操 
腰痛体操 
温泉班会 
温泉班会 
温泉班会 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
暑気払い班会 
動脈硬化の話、血管年齢測定 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
セラバンド体操、体脂肪測定 
皮膚病の話 
がんの話、大腸がん・ピロリ菌チェック 
転倒予防体操 
転倒予防体操 
骨密度測定 
骨密度測定 
骨密度測定 
転倒予防体操 
転倒予防体操 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
大腸がんの話、大腸がんチェック 
大腸がんチェック、検査データの見方 
メタボリック症候群の話 
メタボリック症候群の話 
記憶力増進、後期高齢者医療制度 
セラバンド体操 
セラバンド体操 
歯周病の話 
体脂肪測定 
体脂肪測定 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
サプリメントの話 
指圧、体脂肪測定、尿チェック 
後期高齢者医療制度の話 
後期高齢者医療制度の話 
健康チェック 
健康チェック 
肥満の話、体脂肪測定 
肥満の話、体脂肪測定 
歯の話 
歯の話 
歯の話 
歯の話 
血管年齢測定 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
記憶力増進、血管年齢測定 
記憶力増進、血管年齢測定 
尿の話 
健康チェック 
健康チェック 
健康チェック 
転倒予防体操 
お日まち班会 
家族ががんになったとき 
腰痛体操 
運動療法 

5 
8 
5 
3 
3 
4 
3 
3 
4 
4 
4 
3 
10 
5 
6 
5 
16 
8 
5 
5 
6 
4 
7 
5 
5 
3 
3 
3 
3 
3 
3 
6 
7 
7 
5 
3 
3 
5 
3 
3 
3 
3 
5 
7 
6 
4 
3 
4 
3 
3 
3 
3 
4 
3 
3 
4 
9 
4 
3 
6 
5 
5 
3 
7 
7 
6 
18 
15

沼田東
　 
沼田中 
 
 
 
沼田西 
 
 
沼田南 
 
 
沼田北 
利　南 
 
 
 
 
池　田 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
薄　根 
 
 
川　田 
 
白　沢 
片　品 
 
 
 
 
川　場 
月夜野東 
 
 
 
 
月夜野西 
 
水　上 
 
 
 
新　治 
 
 
 
昭和東 
昭和南 
 
 
 
高　山 
職域・他 
病棟・他 
 
 

小野　のぶ 
小林永久子 
坂大　徳江 
宮前　寿子 
土田　ふみ 
田中　穂積 
戸部　大吉 
宮内はつ枝 
金子　くら 
馬場半次郎 
竹村　健一 
下 　 ろ く  
石倉　時子 
織田沢澄世 
星野サヨ子 
角田　健吉 
 
星野　早苗 
 
峰川　拓夫 
峰川　拓夫 
斉藤　　操 
木村　修平 
生方　輝房 
田村　一美 
木村　正栄 
塩野　初次 
木村　淳一 
梶原　一紀 
木村　芳春 
桑原　定吉 
大島みさ江 
金子　幸子 
 
穂苅　勝代 
茂木　チヨ 
生方志づ子 
角田　梅子 
戸丸　正美 
大 竹 　 賢  
上村みち子 
星野　久樹 
星野菊太郎 
小野里まさ代 
山田八重子 
高橋　ミネ 
阿部とも江 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
丸 山 　 功  
片野　良子 
佐藤　次夫 
須藤　　晃 
須藤　栄寿 
 
田村　照代 
佐藤　ヤヨ 
林　ますみ 
笛木しず江 
須藤　澄子 
堤 　 み ゑ  
堤　アサヱ 
諸田　邦夫 
堤 　 み ゑ  
木村千代子 
奥 木 　 茂  
西畠みどり 

６８回 総  計 ３４５人 
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霧
の
濃
く
前
方
登
る
人
消
え
て
熊
よ
け
の
鈴
の
音
の
み

響
く 

 

そ
の
若
芽
切
な
く
見
し
は
春
の
こ
と
崖
の
山
百
合
逞
ま

し
く
咲
く 

 

ガ
ラ
ス
下
げ
風
浴
び
て
行
く
久
び
さ
に
晴
れ
て
み
ど
り

の
耀
ふ
朝
を 

 

蚊
帳
を
つ
り
蚊
を
よ
け
眠
り
風
流
に
夏
を
過
ご
せ
し
昔

を
偲
ぶ 

 

盛
り
上
り
葉
の
み
育
ち
し
紫
陽
花
に
待
ち
ゐ
し
花
が
二

つ
咲
き
た
り 

 

さ
わ
や
か
な
朝
日
を
浴
び
て
向
日
葵
は
青
空
の
中
へ
抜

け
出
て
咲
く 

 

芋
掘
り
を
手
伝
う
孫
の
夏
休
み
ひ
た
い
の
汗
も
少
し
大

人
び 

 

故
郷
の
分
教
場
の
通
学
路
夢
に
い
出
来
し
泥
濘
ま
で
も 

  

炎
天
下
き
そ
い
て
咲
け
る
洋
芙
容
路
行
く
人
ら
ほ
め
て

通
り
ぬ 

沼
田
市
坊
新
田
町
　
　
松
　
井
　
佐
江
子 

  

み
な
か
み
町
上
津
　
　
高
　
橋
　
　
　
操 

  

昭
和
村
川
額
　
　
　
　
諸
　
田
　
洋
　
子 

  

白
沢
町
高
平
　
　
　
　
阿
　
部
　
昌
　
枝 

  

昭
和
村
川
額
　
　
　
　
堤
　
　
　
あ
さ
江 

  

白
沢
町
上
古
語
父
　
　
大
　
迫
　
あ
い
子 

  

み
な
か
み
町
政
所
　
　
田
　
中
　
み
つ
子 

  

昭
和
村
川
額
　
　
　
　
堤
　
　
　
み
　
ゑ 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
森
　
田
　
妙
　
子 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

湯
上
が
り
と
云
う
肌
撫
で
る
夜
の
秋 

  

鰻
屋
の
う
の
字
の
太
き
小
旗
か
な 

  

霧
走
る
沼
辺
に
写
る
あ
や
め
か
な 

  

晩
学
や
夜
長
の
一
夜
五
七
五 

  

蜩
の
鳴
い
て
暮
れ
行
く
過
疎
の
里 

  

雨
近
し
い
や
に
燕
が
飛
び
ま
わ
る 

  

音
だ
け
が
聞
こ
え
る
闇
の
遠
花
火 

  

蜩

や

声

高

々

と

陽

は

沈

む 
  

夏
草
や
風
に
そ
よ
げ
り
屋
敷
跡 

  

薄
味
の
西
瓜
持
ち
来
て
雨
の
愚
痴 

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
梅
　
沢
　
ま
つ
女 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
　
角
　
田
　
勝
　
子 

  

沼
田
市
榛
名
町
　
　
　
花
　
茂
　
蚕
　
声 

  

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
勝
　
巳 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
石
　
川
　
文
　
男 

  

み
な
か
み
町
後
閑
　
　
増
　
田
　
こ
　
う 

  

昭
和
村
橡
久
保
　
　
　
藤
　
井
　
三
代
子 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
木
　
村
　
由
　
夫 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
阿
　
部
　
八
　
郎 

  

沼
田
市
上
久
屋
町
　
　
坂
　
田
　
や
す
お 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

　

「
が
ん
と
は
ど
ん
な
も
の
？
」
に
つ
い
て
の
話
は
別
の

機
会
に
し
て
、
今
回
は
男
女
と
も
に
患
者
数
が
増
え
て
い

る
「
大
腸
が
ん
」
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
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増
え
て
い
る
大
腸
が
ん 

―
早
期
発
見
、早
期
治
療
が
大
切
― 

利根中央病院 
外科医長 

安藤　哲  

ゴーヤチャンプルー 

□ 作り方 
①にがうりは縦半分に切り、スプーンなどでワ
タをきれいに取り除き、２㎜厚さの半月切り
にする。ボウルに入れて塩でもみ、水で洗って、
水気をきる。 

② 卵を溶きほぐす。 
③ 豚肉はひと口大に切る。 
④ 豆腐は水切りをし、手でひと口大にちぎる。 
⑤フライパンにサラダ油を熱し、②を流し入れ
て半熟に炒め、取り出す。 

⑥同じフライパンで順に③、①、④と炒め、取り
出した⑤を加えて　で調味する。 

⑦ 器に盛り、かつお節をちらす。 

にがうり…1/2本　 豚肉(薄切り)…100ｇ 
卵…１個　　　　　木綿豆腐…1/2丁 
サラダ油…大さじ１　　かつお節…適量 
　(しょう油…大さじ１と1/2　本みりん…大さじ１と1/2)

□ 材料（2人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　小野由美子） 

人気の沖縄料理にしょう油と本みりん 
で甘味とコクをプラスしました。 

　
人
間
は
口
か
ら
肛
門
ま
で
管
が

通
っ
て
い
る
生
き
物
で
、
管
の
入

口
が
「
口
」
、
出
口
が
「
肛
門
」

と
い
う
わ
け
で
す
（
図
①
）
。
口

か
ら
肛
門
ま
で
の
管
は
「
消
化

管
」
と
言
わ
れ
、
上
か
ら
「
口

腔
」
「
食
道
」
「
胃
」
「
十
二
指

腸
」
「
小
腸
」
「
大
腸
」
「
肛

門
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図

②
）
。
こ
の
消
化
管
に
「
肺
」

「
肝
臓
・
胆
の
う
・
胆
管
」
「
膵

臓
」
が
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。 

　
大
腸
の
働
き
は
、
消
化
吸
収
さ

れ
た
残
り
の
腸
内
容
よ
り
、
水
分

を
吸
収
し
て
便
の
塊
を
つ
く
り
、

こ
れ
を
肛
門
か
ら
出
す
よ
う
に
働

き
ま
す
。
水
分
の
吸
収
が
で
き
な

い
と
下
痢
便
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
大
腸
の
上
部
ま
で
は
、
ま
だ

下
痢
便
の
状
態
な
の
で
す
。 

症
状
は
？ 

大
腸
の
働
き 

　
「
が
ん
」
は
際
限
な
く
大
き
く

な
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

大
腸
は
限
り
な
く
大
き
く
は
な
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
通
り
道
が

狭
く
な
り
、
便
が
通
り
に
く
く
な

っ
て
き
ま
す
。出
血
も
し
ま
す
。こ
ん

な
こ
と
か
ら
様
々
な
症
状
が
起
こ

っ
て
く
る
の
で
す
。 

　
ま
ず
は
便
通
異
常
で

す
。
今
ま
で
一
日
一
回

出
て
い
た
便
の
回
数
が

増
え
た
り
、
便
が
細
く

な
っ
て
き
た
り
、
残
便

感
、
下
痢
と
便
秘
の
繰

り
返
し
な
ど
の
症
状
が

起
こ
っ
て
き
た
り
し
ま

す
。
出
血
し
て
赤
黒
い

便
が
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
下
部
大

腸
（
大
腸
が
ん
は
下
３

分
の
１
に
60
〜
70
％
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）に
「
が

ん
」
が
で
き
る
と
起
こ
り
や
す
い

症
状
で
す
。 

　
ま
た
、
大
腸
の
上
部
に
「
が

ん
」
が
で
き
る
と
、
も
と
も
と
下

痢
便
状
態
だ
っ
た
た
め
、
通
過
障

害
の
症
状
が
出
に
く
く
、
「
が

ん
」
が
十
分
育
っ
て
し
ま
い
、
大

き
な
し
こ
り
が
お
腹
の
右
側
に
触

っ
て
初
め
て
「
が
ん
」
と
わ
か
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
「
大
腸
が

ん
」
が
大
き
く
な
る
と
腸
閉
塞
を

起
こ
し
、
腹
痛
・
腹
満
・
嘔
吐
な

ど
で
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

貧
血
で
ふ
ら
ふ
ら
し
て
病
院
を
受

診
す
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。 

原
因
は
？ 

　
大
腸
が
ん
の
危
険
因
子
と
し

て
、
遺
伝
性
の
も
の
も
あ
り
ま
す

が
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
の

生
活
習
慣
と
し
て
は
、
過
体
重
と

肥
満
が
結
腸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
上

げ
ま
す
。
飲
酒
や
加
工
肉
（
ベ
ー

コ
ン
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
）
も
危
険
因
子
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
人
の
食
生
活
が
欧
米
に

近
づ
く
に
つ
れ
て
大
腸
が
ん
が
増

加
し
て
き
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な

原
因
が
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、

タ
バ
コ
も
結
腸
が
ん
の
危
険
因
子

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

大
腸
が
ん
の
予
防 

　
先
に
述
べ
た
危
険
因
子
に
注
意

す
る
と
と
も
に
、
運
動
、
果
物
、

葉
酸
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
、
食
物
繊
維
な
ど
が
、
大
腸
が

ん
の
予
防
に
有
効
で
は
な
い
か
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
腸
が
ん
検
診
を 

　
世
界
保
健
機
構
（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）が
目

標
に
す
る
が
ん
対
策
の
一
つ
に
、「
が

ん
の
３
分
の
１
は
治
療
で
治
す
」が

あ
り
ま
す
。現
在
の
レ
ベ
ル
で
は
、

ま
ず
早
期
に
発
見
し
早
期
に
治
療

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
大
腸
が
ん
検
診
（
便
の

免
疫
学
的
潜
血
反
応
）
を
毎
年
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
検
査
が
陽
性
で
も
「
大
腸
が
ん

が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
陰
性
で
も
「
大

腸
が
ん
が
な
い
」
と
は

言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
潜
血
反
応
が
あ
っ

た
場
合
、
そ
の
結
果
を

「
痔
」
の
せ
い
に
し
な

い
で
、
医
療
機
関
を
必

ず
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
大
腸
カ
メ
ラ
を
毛

嫌
い
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
班
会
で

「
大
腸
が
ん
の
話
」
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
聞

き
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
班
会

で
お
会
い
す
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ

の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

大
腸
が
ん
が 

 

で
き
て
し
ま
っ
た
ら 

　
手
術
が
第
一
選
択
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
早
期
で
あ
れ
ば
、
ほ

ぼ
100
％
手
術
で
完
治
す
る
と
い
わ

れ
ま
す
。
手
術
に
も
い
ろ
い
ろ
あ

り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
外
科
医
師

に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
早

期
の
大
腸
が
ん
は
、
カ
メ
ラ
で
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
手
術
以
外

で
は
、
化
学
療
法
（
抗
が
ん

剤
）
、
放
射
線
療
法
な
ど
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
、
が
ん
が
発
見
さ

れ
て
か
ら
５
年
以
上
外
来
に
通
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

《連載 第１回》 

　生協に加入することのメリットや出資金
についてなど、とくに多く寄せられる質問
や疑問について、数回にわたりお伝えして
いきます。 

「いつまでも健康でありたい」

自分の健康と家族の健康を願う、

そんな人たちが集まってつくっている

のが「医療生活協同組合（保健生活協

同組合）」です。そして、もし病気に

なったときは、安心してかかれる自分

たちの病院があればいいと願い、つく

ったのが医療生協の病院・診療所です。

地域の住民、働く人々が出資をして、

知恵を出し合ってつくられ、運営され

ています。 

 医療生協 
（保健生協） 
　 って？ 
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ひ
と
よ 

Ａ 

Ａ 

４ 無理のない範囲で利き手でない方の手を使う。慣れない動作で、脳にいつもと違う刺激を与えて脳の活性化につながる。 

「せせらぎ」はお休みします。 


